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１.第３回検討委員会のポイント 

【目的・会議の進め方】 

・第３回検討委員会での目的の一つは、【資料６】次期調布市教育プラン（素案）のうち、（施策５～７）につい

て御意見をいただくことです。 

・委員の皆様からより多くの御意見をいただくため、一人一人の発言の機会を増やす工夫ため、グループ協議を

実施いたします。 

・記載内容、特に現行プランからの変更点（網掛け部分）でお気付きの点、その他、各委員が気付いた点などに

ついて、御意見をいただきたいと考えております。 

（御意見の例） 

・○○は考え方が古いため△△といった考え方を取り入れた方がいいのではないか。 

・現行プランにある○○といった記載が次期プラン案から削除されているが、重要な内容だと 

思われるので、記載を残してほしい。 

・□□という単語は市民に馴染みのないと思うので用語解説を入れた方がよい。 

・文章が長く分かりにくいので、「〇〇」の方がよいと思われる。 

 

【資料６の確認ポイント】 

※第 2 回検討委員会における施策１～４の確認ポイントと同様です。 

・(4)主要事業、主な取組を中心に御意見をいただきますようお願いいたします。 

・(1)成果指標については長期的に数値を捉える必要があるため、基本的には継続としています（資料４を御参

照ください）。 

・(2)施策のねらい、(3)背景については、教育動向を踏まえて各施策に対応した内容を記載しています。 

・第１回検討委員会時に現行プランから変更した箇所は、グレー網掛けにしています。今回新たに現行プランか

ら変更した箇所は、黄色網掛けにしています。 
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２.グループ協議について 

※前回と同じグループメンバーにより、同様の進行となります。 

【進行】 

・２グループに分かれ、意見を述べていただきます。 

グループ１ 神永委員長、川端委員、塚松委員、進藤委員、内藤委員、小鍜治委員、松島委員 

グループ２ 髙橋副委員長、西村委員、石原委員、武藤委員、土橋委員、馬場委員 

・各グループの司会、書記は市がプラン策定業務を委託している、株式会社創建の職員が担当します。 

・１施策につき２０分程度のグループ協議を行います。司会が指名しましたら、発表してください。 

（３施策分グループ協議を行うため、２０分×３回で計６０分の予定です。） 

・なるべく多くの委員からの御意見をいただくため、１回あたり２分を目途に意見を発表してください。なお、

「２分」と非常に短い時間となりますので、本会に出席される前に資料５「次期調布市教育プラン（素案）」

を確認のうえ、発表する御意見をまとめてきていただけると幸いです。 

・グループ１は「施策５→施策６→施策７」の順で、グループ２は「施策７→施策５→施策６」の順で協議して

いただきます。 

・御意見をいただく時間を多く確保するため、各グループでの発表内容を全体に発表する時間は設けません。各

グループでの発表内容については、資料にまとめたうえ次回の検討委員会で委員の皆様に共有いたします。 

・社会教育分野の施策８～１０については、社会教育委員の会議等で作成しているため、本検討委員会ではグル

ープ協議を行わず、社会教育課から説明いたします。 

 つきましては、今回のグループ協議は、施策５～７までとなります。 

・議事録作成のため、発言内容を録音させていただきますので御了承ください。 

 

【留意点】 

・時間の都合上、発表できなかった意見がありましたら、１０月６日（火）までに事務局へ電子メールにてお知

らせください。 

・御意見については事務局で内容を確認・検討し、次回の検討委員会で反映した資料とともにお示しいたします。 


